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１．非常用ディーゼル発電機燃料移送系のＬＣＯ／ＡＯＴ設定について 

非常用ディーゼル発電機燃料移送系は，設置許可基準規則第５７条（電源設備）に係る重

大事故等対処設備（設計基準拡張）であり，非常用ディーゼル発電機が７日間の連続運転を

達成するために必要な燃料を供給する機能を有する。 

非常用ディーゼル発電機燃料移送系については，燃料デイタンクから非常用ディーゼル発

電機までは保安規定第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）および第５９条（非常用デ

ィーゼル発電機その２）に，燃料貯蔵タンクは保安規定第６０条（非常用ディーゼル発電機

燃料油等）にＬＣＯ／ＡＯＴを定めるが，燃料貯蔵タンクから燃料デイタンクまでの移送ラ

イン（以下，移送ライン）は保安規定上明確に要求されていない。これは旧基準で移送ライ

ンは安全重要度分類ＭＳ－２の設備であったためである。 

今回保安規定補正申請では，「保安規定変更に係る基本方針」に基づき，全ての重大事故

等対処設備に対してＬＣＯ等を設定しており，移送ラインについても既存の保安規定第６０

条にＬＣＯ／ＡＯＴを設定した。保安規定第６０条にＬＣＯ／ＡＯＴを新たに設定した範囲

を図 1に示す。 

また，タイラインを構成する弁および配管についても移送ラインを構成する弁および配管

の一部であると整理し，ＬＣＯ／ＡＯＴ適用範囲に含むこととする。 

なお，定事検停止時等は点検等によりタイラインを用いて供給する場合もある。 

 

図 1 保安規定第６０条にＬＣＯ等を新たに設定した範囲 

  

高圧炉心 

スプレイ系 

（区分Ⅲ） 

Ａ系 

（区分Ⅰ） 

Ｂ系 

（区分Ⅱ） 

Ａ系 

（区分Ⅰ） 

170kL 

170kL 

170kL 

燃料貯蔵タンク 燃料移送 

ポンプ 

燃料 

デイタンク 

非常用ディーゼル 

発電機 

104kL 

104kL 

104kL 

保安規定 

第 60条 
保安規定 

第 58/59条 
保安規定第 60条へ 

ＬＣＯ等を追加 

： Ａ系      ： Ｂ系      ： 高圧炉心スプレイ系 

2



【旧基準】 

「安全機能を有する電気・機械装置の重要度分類指針（ＪＥＡＧ４６１２）」では，以下

の理由から移送ラインをディーゼル発電機の間接関連系としてクラス２に位置付けられ

ていた。 

・燃料デイタンクのみで８時間の連続運転が可能であり，これを超えて外部電源喪失が起

こる可能性が少ない。 

・移送ラインの機能喪失を想定しても，ディーゼル発電機の機能喪失発生までに時間余裕

があり，その間に補修または代替手段等が可能である。 

 

２．系統構成の見直しについて 

燃料貯蔵タンク，燃料移送ポンプおよび燃料移送系配管については，不燃材料で構成され

ており，従来は火災の影響を受けるおそれは無いものとして，Ａ系，Ｂ系および高圧炉心ス

プレイ系の一部範囲は同一区画に設置されていた。新規制基準を踏まえた火災防護対策とし

ては，これらの系統が同時に機能喪失することがないよう，安全系区分Ⅰ・Ⅲ（Ａ系・高圧

炉心スプレイ系）と安全系区分Ⅱ（Ｂ系）について系統分離対策を実施することとした。具

体的には，従来Ｂ系として使用していた燃料貯蔵タンクと燃料移送系配管の一部をＡ系とし

て用いることとし，Ｂ系の燃料貯蔵タンク，燃料移送ポンプおよび燃料移送系配管を別区画

に新設することとした。系統構成の見直し前後の比較を図 2に示す。 
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図 2 系統構成見直し前後の比較 
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３．潤滑油貯蔵量の変更について 

非常用ディーゼル発電機（Ａ系，Ｂ系および高圧炉心スプレイ系）の潤滑油貯蔵量は，従

来は燃料デイタンクの貯蔵量を基準として，非常用ディーゼル発電機が８時間の連続運転が

可能な貯蔵量を必要量としていた。今回保安規定補正申請では，非常用ディーゼル発電機燃

料移送系にＬＣＯ／ＡＯＴを設定したことを踏まえ，燃料貯蔵タンクの貯蔵量を基準とし

て，非常用ディーゼル発電機が７日間の連続運転が可能な貯蔵量を必要量として設定する。 
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保安規定第６０条 変更案（赤字は保安規定変更箇所） 

（非常用ディーゼル燃料油等） 

第６０条 

〔２号炉〕 

非常用ディーゼル燃料油※１，潤滑油，起動用空気および燃料移送ポンプ※２は，表６０－１

に定める事項を運転上の制限とする。 

 

２．非常用ディーゼル燃料油，潤滑油，起動用空気および燃料移送ポンプ※２が，前項に定め

る運転上の制限を満足していることを確認するため，次号を実施する。 

（１）当直長は，燃料貯蔵タンクの燃料貯蔵量，潤滑油貯蔵量および起動用空気貯槽圧力が，

第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）および第５９条（非常用ディーゼル発電機そ

の２）で動作可能であることを要求される非常用ディーゼル発電機に対し，必要量確保さ

れていることを表６０－２により１箇月に１回確認する。 

（２）当直長は，第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）および第５９条（非常用ディー

ゼル発電機その２）で動作可能であることを要求される非常用ディーゼル発電機のデイタ

ンクに非常用ディーゼル燃料油を補給するための燃料移送ポンプが起動することを１箇月

に１回確認する。 

３．当直長は，非常用ディーゼル燃料油，潤滑油，起動用空気または燃料移送ポンプが，第１

項に定める運転上の制限を満足していないと判断した場合は，表６０－３の措置を講じる。 

※１：燃料貯蔵タンクは重大事故等対処設備を兼ねる。燃料貯蔵タンクの燃料貯蔵量が必要量

確保されていない場合は，第６５条（６５－１２－６ 燃料補給設備）の運転上の制限

も確認する。 

※２：燃料移送ポンプは重大事故等対処設備（設計基準拡張）を兼ねる。 

 

〔３号炉〕 

非常用ディーゼル燃料油，潤滑油および起動用空気は，表６０－１に定める事項を運転上の

制限とする。 

 

２．非常用ディーゼル燃料油，潤滑油および起動用空気が，前項に定める運転上の制限を満足

していることを確認するため，次号を実施する。 

（１）当直長は，燃料貯蔵タンクの燃料貯蔵量，潤滑油貯蔵量および起動用空気貯槽圧力が，

第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）および第５９条（非常用ディーゼル発電機そ

の２）で動作可能であることを要求される非常用ディーゼル発電機に対し，必要量確保さ

れていることを表６０－２により１箇月に１回確認する。 

 

３．当直長は，非常用ディーゼル燃料油，潤滑油または起動用空気が，第１項に定める運転上

の制限を満足していないと判断した場合は，表６０－３の措置を講じる。 
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表６０－１ 

１．２号炉 

項 目 運転上の制限 

ディーゼル燃料

油，潤滑油および

起動用空気 

第５８条および第５９条で動作可能であることを要求される非常用デ

ィーゼル発電機に対し必要量確保されていること。ただし，非常用デ

ィーゼル発電機が運転中および運転終了後２日間を除く 

燃料移送ポンプ 第５８条および第５９条で動作可能であることを要求される非常用デ

ィーゼル発電機のデイタンクにディーゼル燃料油を補給するための燃

料移送ポンプが動作可能であること※３ 

※３：必要な弁および配管を含む。 

 

２．３号炉 

項  目 運転上の制限 

非常用ディーゼル燃料

油，潤滑油および起動

用空気 

第５８条および第５９条で動作可能であることを要求される非常

用ディーゼル発電機に対し必要量確保されていること。ただし，

非常用ディーゼル発電機が運転中および運転終了後２日間を除く 

 

表６０－２ 

１．２号炉 

項 目 判定値 

非常用ディーゼル発電機 

Ａ系 

燃料貯蔵量 280m３以上 

潤滑油貯蔵量 5.40m３以上 

起動用空気貯槽圧力

（自動用） 

2.06MPa[gage]以上 

非常用ディーゼル発電機 

Ｂ系 

燃料貯蔵量 281m３以上 

潤滑油貯蔵量 5.40m３以上 

起動用空気貯槽圧力

（自動用） 

2.06MPa[gage]以上 

非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系 

燃料貯蔵量 160m３以上 

潤滑油貯蔵量 4.59m３以上 

起動用空気貯槽圧力

（自動用） 

0.83MPa[gage]以上 
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２．３号炉 

項 目 判定値 

軽油貯蔵タンク（A)／(B)レベル 6,630 ㎜以上 

非常用ディーゼル発電機 

Ａ系，Ｂ系およびＣ系 

潤滑油補給タンクレベル 520mm 以上 

起動用空気貯槽圧力（自動

用） 

2.2MPa[gage]以上 

 

表６０－３ 

１．２号炉 

条 件 要求される措置 完了時間 

A.非常用ディーゼル発電機１台以上の

燃料貯蔵量が表６０－２を満足しな

い場合 

A1.表６０－２の判定値内に復

旧する。 

２日間 

 

B.非常用ディーゼル発電機１台以上の

燃料移送ポンプが動作不能の場合 

B1.動作可能な状態に復旧す

る。 

２日間 

C.非常用ディーゼル発電機１台以上の

潤滑油貯蔵量が表６０－２を満足し

ない場合 

C1.表６０－２の判定値内に復

旧する。 

２日間 

D.非常用ディーゼル発電機１台以上の

起動用空気貯槽圧力が表６０－２を

満足しない場合 

D1.表６０－２の判定値内に復

旧する。 

２日間 

 

E.条件 A，B，C または Dで要求される

措置を完了時間内に達成できない場

合  

E1.当該非常用ディーゼル発電

機を動作不能とみなす。 

速やかに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8



２．３号炉 

条  件 要求される措置 完了時間 

A.非常用ディーゼル発電機軽油貯蔵タ

ンク１基以上の軽油貯蔵タンクレベ

ルが表６０－２を満足しない場合 

A1.表６０－２の判定値以内に

復旧する。 

２日間 

B.非常用ディーゼル発電機１台以上の

潤滑油補給タンクレベルが表６０－

２を満足しない場合 

B1. 表６０－２の判定値以内に

復旧する。 

２日間 

C.非常用ディーゼル発電機１台以上の

起動用空気貯槽圧力が表６０－２を

満足しない場合 

C1. 表６０－２の判定値以内に

復旧する。 

２日間 

D.条件 A で要求される措置を完了時間

内に達成できない場合 

D1.当該非常用ディーゼル発電

機※４を動作不能とみなす。 

速やかに 

E.条件 B または Cで要求される措置を

完了時間内に達成できない場合 

E1.当該非常用ディーゼル発電

機を動作不能とみなす。 

速やかに 

 

※４：当該非常用ディーゼル発電機とは，当該軽油貯蔵タンクより燃料油を供給される非常用

ディーゼル発電機をいう。 
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ク
の

燃
料

貯
蔵

量
，
潤

滑
油

貯
蔵

量
お
よ
び
起

動
用

空
気

貯
槽

圧
力

が
，
第

５
８
条

（
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
そ
の

１
）
お
よ
び
第

５
９
条

（
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
そ
の

２
）
で
動

作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
要

求
さ
れ

る
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
に
対

し
，
必

要
量

確
保

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
表

６
０
－

２
に
よ
り
１
箇

月
に
１
回

確
認

す
る
。

（
２
）
当

直
長

は
，
第

５
８
条

（
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
そ
の

１
）
お
よ
び
第

５
９
条

（
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
そ
の

２
）
で
動

作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
要

求
さ
れ

る
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
の

デ
イ
タ
ン
ク
に
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料

油
を
補

給
す
る
た
め

の
燃

料
移

送
ポ
ン
プ
が

起
動

す
る
こ
と
を
１
箇

月
に
１
回

確
認

す
る
。

表
６
０
－

２

非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
Ａ
系

（
燃

料
貯

蔵
量

：
2
8
0
ｍ

３
以

上
，
潤

滑
油

貯
蔵

量
：
5
.4
0
ｍ

３
以

上
，
起

動
用

空
気

貯
槽

圧
力

（
自

動
用

）
：
2
.0
6
M
P
a[
ga
ge
]以

上
）

非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
B
系

（
燃

料
貯

蔵
量

：
2
8
1
ｍ

３
以

上
，
潤

滑
油

貯
蔵

量
：
5
.4
0
ｍ

３
以

上
，
起

動
用

空
気

貯
槽

圧
力

（
自

動
用

）
：
2
.0
6
M
P
a[
ga
ge
]以

上
）

非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

（
燃

料
貯

蔵
量

：
1
6
0
ｍ

３
以

上
，
潤

滑
油

貯
蔵

量
：
4
.5
9
ｍ

３
以

上
，
起

動
用

空
気

貯
槽

圧
力

（
自

動
用

）
：
0
.8
3
M
P
a[
ga
ge
]以

上
）

【
設

置
許

可
本

文
】

７
日

間
の

外
部

電
源

喪
失

を
仮

定
し
て
も
，
運

転
時

の
異

常
な
過

渡
変

化
又

は
設

計
基

準
事

故
に
対

処
す
る
た
め
に
必

要
な
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
１
台

及
び
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
１
台

を
７
日

間
運

転
す
る
こ
と
に
よ
り
必

要
と
す
る

電
力

を
供

給
で
き
る
容

量
以

上
の

燃
料

を
敷

地
内

の
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク
及

び
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク
に

貯
蔵

す
る
設

計
と
す
る
。

－
－

中
国

電
力

島
根

２
号

炉

保
安

規
定

条
文

保
安

規
定

条
文

名
称

保
安

規
定

（
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
，
運

転
上

の
制

限
）

実
条

件
性

能
（
許

認
可

要
求

事
項

）
定

期
事

業
者

検
査

等
名

称
定

期
事

業
者

検
査

等
で
の

判
定

基
準

月
例

等
定

期
試

験
名

称
月

例
等

試
験

の
判

定
基

準
（
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
等

で
の

記
載

内
容

）
「
実

条
件

性
能

確
認

」
適

合
の

考
え
方

実
条

件
性
能
要
求
対
象
外

【
月

例
等

】
と
の

差
異

【
定

事
検

/月
例

等
】
と
の
差

異
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